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　梅雨の候、皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は野口遵顕彰会に対しましてご高配・ご支援を賜り厚くお礼を
申し上げます。
　さて、先日開催しました総会におきまして本年度事業が別紙のとおり
決まりましたのでご報告申し上げます。
　一昨年に続いて昨年も新型コロナウイルス感染症禍を避けるため、
誠に残念ながら２年続けて『ジュニア科学者の翼』（第２０回）
を中止しました。小学校を訪問して行っています「ペットボトルを
使って風力発電機をつくる」も中止せざるを得ませんでした。本年度
は是非とも実施したいと計画しています。
　また、昨年『野口賞』授与事業では、過去に「奨励賞」を受賞した
テーマをさらに工夫、改良しての再応募が初めてあり、『野口賞
（特別賞）』を新たに設けて表彰しました。九州保健福祉大学と連携
して実施しています『ジュニア科学スクール』は、同大学が地元に
あるからこそ実施できる貴重な体験学習ですが、参加した中学生の
皆さんに大変好評です。今後も同大学と連携して実施していきたいと
考えております。
　新規事業として、本年度延岡市が「市制施行９０周年」にあたります。
初代市長　仲田又次郎氏が著書の中で、『延岡中興の父は内藤家
（政拳公）、新興の母は野口遵翁』とその功績を讃えています。小・
中・高校生を対象にその作文コンクールを実施します。そして、野口
遵顕彰会創立２０周年を記念して『特別講演会』を計画しています。
その他の事業の具体的な内容は別紙のとおりです。
　新型コロナウイルス感染拡大がようやく下降傾向にあり、このまま
収束して欲しいと願っています。各事業とも計画どおりしっかり実施
できるよう取り組んでいきたいと思います。皆様方の変わらぬご支援
ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。
                                      令和４年６月

ご あ い さ つ
野口遵顕彰会
　会 長 　吉　玉　典　生
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少年少女科学技術派遣研修事業
《 第２０回『ジュニア科学者の翼』》

《 「のべおか新興の母　野口　遵」》
副読本マンガ版の配付事業

　平成２７年から配付している小学校副読本「のべおか新興の母野口遵」

（マンガ版）を、今年度も延岡市内の小学校２８校の４年生全員に配付し

ます（今回で８回目）。

　延岡市教育委員会は副読本「わたしたちの郷土延岡市」を3・４年生に

配付していますがその中に、“延岡にかかわる偉人”の一人として野口

遵翁が取り上げられています。小学生の皆さんが学習する際に、野口遵翁を

よく理解してもらえるようにとの思いを込めて配付するものです。

　野口遵翁の科学者として、また、世界的な

事業家としての業績や延岡市の発展に多大な功績を残したこ

となどを、多くの小学生のみなさんにしっかり読んでもらって

理解してもらえればと思います。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事業費　２０万円＞

②

　毎年夏休み期間中に３泊４日の日程で、中学生２年生１２名を

関東地区にある科学館、研究所に派遣していますが、昨年そして

一昨年と新型コロナウイルス感染が世界中で猛威をふるい日本も

各地でその影響を受けました。この新型コロナウイルスへの

感染防止を最優先に考え、延岡市教育委員会と協議の結果、残

念ですが２年続けてこの『ジュニア科学者の翼』は中止しました。

　現在もこの新型コロナウイルス変異株への感染拡大により収

束をみるに至りませんが、予防ワクチン接種が全国的に進み

感染拡大防止に効果を発揮しており、また若者の重病化の心配が少ないことなどから第２０

回として夏休み期間に是非実施したいと考えています。

具体的な計画はこれまで通り、県北２３校の中学２年生１２名と引率の先生、合わせて１３

名を８月2３日（火）から２６日（金）の３泊４日の日程で派遣します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事業費１７０万円＞

第２２回『野口賞』授与事業
　宮崎県内を拠点に独自の事業拡大、研究開発、技術開発を行い、顕著な業績を上げた企業

や個人を募集・選考して賞状と賞金を授与していますが、本年度も広く募集します。

そして、厳正な審査を行って『野口賞』には賞金１００万円、惜しくも『野口賞』には該当

しないが優秀なものに、学術部門と産業部門それぞれに｢奨励賞｣（賞金５０万円）を授与し

ます



③

◆応募案内　　　　　　　　６月中旬

◆応募締切　　　　　　　　７月末

◆授賞者の決定・発表　　　１０月

◆授 賞 式　　　　　　　　１１月中旬

野口遵翁の生誕の日である７月２６日（火）に、延岡

市と野口遵顕彰会が主催して行います。

昨年同様、野口遵記念館が工事中のため、旭化成

向陽クラブと隣接する野口遵翁の銅像前にて実施し

ます。具体的な内容は延岡市と協議の上決めます。

　　　　　　　　　　　　　　＜事業費　５万円＞

第８回「野口遵翁生誕祭」

「“ものづくり”体験学習」事業 
　平成２４年から延岡市内の小学校高学年（５・６年生）を対象に、「科学に関心をもって

学習する機会」として各学校を訪問してペットボトルを使って風力発電機をつくり、その

しくみ等を学習しています。

　昨年は新型コロナウイルス感染の影響が大きく実施できませんでし

たが、今年は新型コロナウイルス感染の影響が好転することを期待

して１０回程度計画したいと考えています。

組立や実験を通して一人でも多くの小学生のみなさんが「科学(技術)」

に関心を持ち楽しんでもらえればと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事業費　２８万円＞

ジュニア科学スクール（九州保健福祉大学との連携事業）

　小・中学生の科学への関心を啓発する事業の第３弾として中学生の皆さんを対象に、九州

保健福祉大学と連携して一昨年から新たにこの事業を実施しています。

　また、昨年新たに設けましたが、これまでに「奨励賞」を受賞された皆さんが、受賞テー

マをさらに工夫、改良して再応募されたものの中から優秀なものに『野口賞（特別賞）』

「奨励賞」と合わせての（賞金１００万円）を授与します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜事業費　１７０万円＞

ペットボトルで
風力発電機を作ってみよう！

『身近な微生物を用いた体験学習とガン細胞観察』
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具体的な内容は、九州保健福祉大学の教授が同大学の最新設備を活用して分かりやすく指導

します。これまでに中学校３校が参加し大変好評で有意義な体験学習となっています。

この体験学習は、九州保健福祉大学が地元にあることから実施できるもので、同大学と連携

して４回程度計画したいと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事業費　２０万円＞

『ジュニア科学者の翼』派遣研修生の集い”および
　　『ジュニア科学者の翼派遣研修生ＯＢ会』結成準備

　少年少女科学技術派遣研修事業『ジュニア科学者の翼』が

今年度２０回を迎えるのを機会に、第１６回～第２０回の派遣

研修生と引率の先生に案内して、研修の成果がその後の進路や

考え方にどう生かされているのかを確認する機会を設けます。

　また、それぞれの回に参加したメンバーが久しぶりに顔

を合わせ、楽しい思い出やお互いの友情を深める機会を提供

します。

　また、これまでの『ジュニア科学者の翼』派遣研修生は延べ２３３名になります。

　参加者の中から『ＯＢ会』結成の意見もあり、派遣研修生の皆さんの意向を確認すると

　ともにその後の動向調査の一環としたいと考えています。

　この事業は昨年度計画しましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、日程調整が

　うまくできなかったため今年度あらためて実施いたします。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　＜事業費　２４万円＞

　延岡市は本年「市制施行９０周年」を迎えました（市制施行日　昭和８年(１９３３年)

２月１１日）。初代市長　仲田又次郎氏は自らの著書のなかで『延岡中興の父は内藤家、

新興の母は野口遵翁』と讃えています。

　しかし、この言葉は現在市民の間ではほとんど忘れられようとしています。まさに延岡

発展のための大きな功績を残されました延岡中興の父 内藤政擧公（内藤家）と旭化成創業者

延岡新興の母 野口遵翁を思い起こし、感謝の意を込めてこの言葉を忘れないで欲しいと願っ

ています。

　特に、小・中・高校生の皆さんに「市制施行９０周年」を迎えたこの機会にしっかり理解

し、いつまでも覚えておいて欲しいとの願いを込めて、内藤家顕彰会と共に主催してこの事

業を実施します。具体的な実施内容は次のとおりです。

『 延岡発展の父と母に思う！！ 』作文コンクール
－　延岡市市制施行９０周年協賛事業　－



⑤

　　　(１)応募対象者　　　延岡市内の小・中・高校生

　　　(２)応募方法　　　　原稿用紙（４００字詰）　３枚以内　

　　　　　　　　　　　　　　※小・中学生は２枚程度。

　　　(３)応募案内　　　各学校長を通じて案内（７月中）　※ポスター作製

　　　(４)応募締切　　　令和４年　９月末

　　　(５)審査発表　　　令和４年１１月末

　　　(６)表　　彰　　　令和４年１２月（予定）

　　　(７)表彰内容　　　次の部門別に表彰する。

　　　　　　　　　　　　　（小学校）　　低学年（１～３年生）、高学年（４～６年生）

　　　　　　　　　　　　　（中学校）　　１～３年生を通して

　　　　　　　　　　　　　（高校生）　　１～３年生を通して

　　　(８)副　　賞　　　前記部門別に「副賞」を贈呈する。

　　　　　　　　　　　　（最優秀賞）　　１点　　※５万円相当の学習用品

　　　　　　　　　　　　（優 秀 賞）    ３点　　※３万円相当の学習用品

　　　　　　　　　　　　（奨 励 賞）    ５点　　※１万円相当の学習用品

　　　　　　　　　　　　（参 加 賞）    応募者全員　　※５００円程度の学用品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事業費　９８万円＞

創立20周年記念事業　『 特 別 講 演 会 』
　「野口遵顕彰会」創立２０周年を記念し、そして「野口遵記念館」新装開館を記念し

て『特別講演会』を開催することを予定しています。

講師には著名な人にお願いすることを検討していますが、決まり次第お知らせいたし

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事業費　２００万円＞



⑥

「賛助会員」募集について（お願い）

野口顕彰会では「賛助会員」を常時募集しています。当顕彰会の趣旨・目的にご賛

同下さる皆様のご入会とご紹介をよろしくお願いいたします。

賛助会費は、

　（法人）　１口　１万円／年間　；　（個人）　１口　１，０００円／年間

　　　　　　　　※１口以上何口でも結構です。

ご入会を希望される方がいらっしゃいましたら、お手数ですが下記までご連絡いた

だきますようお願いいたします。

なお、延岡商工会議所の移転に伴い、４月１日から住所が下記の通り変更になりま

したのでお知らせいたします。よろしくお願いいたします。

野口 遵 顕彰会 事務局
〒882-0053
宮崎県延岡市幸町３丁目１０１番地　
　　　延岡駅西口街区ビル３階（延岡商工会議所内）　
　　　　　　　　 ＴＥＬ（0982）３３－６６６６
　　　　　　　　 ＦＡＸ（0982）３３－６６８２

●連絡先

ご意見・ご提案について（お願い）

野口顕彰会活動や取組み事業に対する忌憚のないご意見･

ご提案をお聞かせください。事業計画や活動に生かしてい

きたいと思います。下記事務局までお電話、あるいはＦＡＸ

にてお気軽にお寄せください。よろしくお願いいたします。

ホームページのお知らせ
　事業の実施状況や「のべおか新興の母　野口遵」

縮刷版、マンガ版の内容も掲載しています。

どうぞアクセスしてみてください。

　＜ホームページアドレス＞　

 http://ability-gate.heteml.net/noguti-h-a/




